
学校教育目標　　学びを生き方につなぐ教育の創造　～めざす生徒像「挑戦・感動・感謝の心を育む生徒」～

　平成３１年を迎え，１年の総決算期である３学期を生徒４６名全員元気でスタートしました。
　今年も『生まれ育った安芸太田町の魅力や課題に向き合い，地域社会に貢献できる人材育成，安芸太田
町の未来を創る人づくり』の教育に取り組んでまいります。
　３学期の重点課題は，生徒が安定した学校生活を送るために，次の２点の実現です。
　①学力がつく授業　②いじめのない安心して生活できる学校
　本年もどうぞよろしくお願いします。

３学期も安芸太田中学校４６名の生徒は地域に元気を届けます!
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年頭にあたり･･･第３学期始業式 校長式辞 

   謹んで初春のお慶びを申しあげます 
～ 地域とともに学びを深める ～ 深い『学び』と主体的な『生き方』を創造する教育に取り組みます。 



≪ヒューマンフェスタ2018ひろしま≫

安芸太田中学校生徒会
「一人一人の命を大切に～いじめ防止・撲滅の取組～」

　県内の小学校，中学校，高等学校，特別支援学校から，各1校が
発表校として選ばれ，いじめ防止の実践発表を行いました。

　中学校の部は本校が，命の大切さ，人権の大切さなどについて，生徒会が中心となり行っている「い
じめ撲滅キャンペーン」やハートフルメッセージ，全校集会でのミニレクなどの取組について，平成
30年生徒会長・副会長・書記・議長の4名が，1年間の全校生徒での取組の実践発表を行いました。

毎年，人権週間（12月4日～10日）にあ
わせて，人権問題に対する正しい理解と認
識を深めることを目的として開催される総
合的な人権啓発イベントです。

【テーマ】 「だれもがいきいきと生活でき
る社会」の実現をめざして～「気づき」か
ら「きずな」へ～

【主催】 広島県人権啓発活動ネットワーク
協議会（広島法務局，広島県人権擁護委員
連合会，広島県，広島市，広島県社会福祉
協議会，広島市社会福祉協議会）， 広島県
教育委員会，広島市教育委員会

　ハートフルメッセージ
は，いつもみんなで一緒に
給食を食べるランチルーム
に掲示してあります。いつ
でもみんなにこのメッセー
ジを読んでもらいたいから
です。それぞれのメッセー
ジを読んで笑顔になったり
照れたりしているみんなの
表情や仕草はとても印象的
でした。
　安芸太田中学校生徒会
は，これからもいじめ防止
に取り組んでいきます！
　　　＜生徒会執行部＞

安芸太田中学校生徒会『いじめ防止』実践発表 
 ヒューマンフェスタ２０１８ひろしまに参加しました! 

期日 １２／９（日）  会場 BIG FRONTひろしま（広島市総合福祉ｾﾝﾀｰ） 

・掃除のぞうきんを新しいものに替えてほしい。 

・歯磨きのとき，手洗い場に人がたくさん 

 集まりすぎて困っています・・・。 

・○○くんが部活動をすごくがんばっています。 

・先輩・後輩の関係をもっとよくしたい。 

ツイートボックス設置 
みんなのつぶやきを学校づくりや 

仲間づくりに反映させます！ 

生徒朝会でミニレク 
ミニレクが終わった後は，い

つも自然と拍手が起きます。 

ハートフルメッセージ 
生徒全員が，仲間に対する感謝や尊敬の 

 メッセージを書いて贈りました。 

普段の何気ない言動の中にもいじめは潜んで

います。「ＮＧワード」は，相手を傷つけ，いじ

めにつながるとの思いで，全教室と保健室に

掲示しました。 



本校生徒が，内閣府 青尐年意見募集事業ユースラ
ウンドテーブル＜12／7（金）＞に参加しました。

新しい生徒会がスタートしました。

をはじめさまざまな場でも，安芸太田中学校の生徒１人１人が自分の能力をいかし，可能性を伸ばしていきたいという

思いです。『ヒカル☆』をあえて，カタカナで表現したのは，「誰もが強くヒカッテほしい!! 」という願いからです。
生徒会は，生徒全員が『ヒカル☆』ような活動をしていきます。　　　H31.1.8    安芸太田中学校生徒会長

≪新生徒会体制誕生! ≫ 　前生徒会の取組をさらに発展させていきます。

『 １人１人がヒカル☆ 』 　　今年の生徒会スローガンです。このスローガンに込めた思いは，学校ではもちろん，地域

 新生徒会３役です。よろしくお願いします。

≪写真前列≫

≪安芸太田中学校の生徒は活躍しています≫

　H30生徒会執行部がヒューマンフェスタで発表した本校生徒会の『いじめ防止・根絶』の取組の内容
が，県内各方面で高い評価を得ています。それにより，平川理恵県教育長の表敬訪問，県生徒指導主事研
修において県内の生徒指導主事にモデル実践として事例発表することが決定しました。

1/28（月）≪会場　広島県民文化ｾﾝﾀｰ≫

発表者　新執行部 生徒会長・副会長・書記

1/15（火）≪会場　県教委 教育長室≫

訪問者　校長・H30生徒会長・副会長

≪写真後列≫

会長

副会長

書記

議長

環境委員長

健全委員長

文化委員長

 【 意見交流テーマ 】
若者の暮らしの文化に対する意識について

①暮らしの文化は大切だと思うか，またそれを自分でやりたいと思うか。
②暮らしの文化（和食/茶道・華道）を次世代に引き継ぐための方策

※内閣府 青少年意見募集事業
　内閣府では，青少年に関する施策をより充実させるとともに青少年の社会参加意識を高めるため，中学生から20代の方を
「ユース特命報告員」として募集し，社会の様々な課題について，どのように思っているか意見をインターネットで募っています。
今回のユースラウンドテーブルは，直接意見交流を行う場として開催されました。

　国の生活文化や国民娯楽に関する施策の参考とするため，内閣府がユースラウンドテーブル（意見交流会）を開催
しました。全国から集まった青尐年が上記のテーマに基づき，意見交流を行いました。参加者は，中学生・高校生・
大学生，そして20代の社会人と幅広く，今回「ユース特命報告員」登録をしている本校女子生徒(3年)とお姉さん
（高1・本校卒業生）の2名が参加し，暮らしの文化や京都への文化庁移転などに対する考えや意見を全国から来た
青年たちと交流してきました。

広い視野や多様な考えを育てる機会や自己成長の場に積極的に参加しています。

今年の生徒会スローガン 

１人１人が

広島県教育委員会 平川理恵 教育長 

を本校執行部が表敬訪問します 

『いじめ防止・根絶』のモデル実践として， 

広島県生徒指導主事研修で事例発表します。 

掲示しました。 



※2月初・中旬の主な行事
（予定）

1日（金）…広島県公立高等学校入学者選抜(選抜Ⅰ・連携型)

14日（木）･･･入学説明会　　14日（月）・15日（火）･･･1・2年実力テスト（5教科）

希望者 漢字検定

生徒･･･給食後下校 安芸太田町人権教育研究会 ≪会場　安芸太田町役場≫
≪文部科学省委託 人権教育総合推進地域事業（H30～H32）≫

2年 立志式＜会場　川・森・文化・交流ｾﾝﾀｰ＞

30日（水） 放課後

26日（土） 午前

1日

28日（月） 午後 H31生徒会執行部 県生徒指導主事研修において，生徒会いじめ防止の取組実践発表（予定）

広島県教育委員会　平川 理恵 教育長 表敬訪問

全校

希望者

新規導入タブレットパソコン等機器活用状況視察（町議会議員）

スキー教室（恐羅漢スノーパーク）

3学年…学年末テスト（3年は中学校最後の定期テストです）

英語検定

モデル授業 ３年社会

1・2年

本取組へのお問い合わせは，安芸太田中学校支援協議会（事務局　安芸太田中学校内 TEL 0826-32-2244）までお願いします。

２４日（木） 午後

７日（月）

９日（水）

15日（火）

17日（木） 午前

放課後
25日（金）

15日（火）・16日（水） 午前

23日（水）～25日（金） 

第３学期始業式

H30生徒会執行部

３年

標準学力調査（国語・社会・数学・理科・英語）

午前

午後

午後

全校

全校 生徒会文化委員会主催　百人一首大会

≪１月の主な行事（予定）≫

　　昨年の募金へは，保護者，地域の皆様の多くのご協力をいただき，大変感謝しております。
　　昨年の1月～3月の募金期間で，総額約23万円の募金が集まり，広島県共同募金会より40万円の助成金をいた
だきました。助成金は，今年度（Ｈ30年度）の事業費として，生徒の地域活動用Ｔシャツ，バッジ，クラブ応援旗などの
購入，活動場所までの移動経費（バス借り上げ代）等に活用させていただきました。

午前

 ＜安芸太田町の未来を創る人材として，安芸太田中の生徒は町内全域で活躍します＞

※赤い羽根ESD支援プロジェクトは，町教育委員会・学
校・地域等と町社会福祉協議会が連携して，地域の子ど
もたちだけでなく，子どもたちを取り巻く大人も「持続
可能な地域社会づくり」の担い手となり，地域コミュニ
ティの関係性を向上させるプロジェクトです。

　生徒の社会貢献活動をより充実させるため，今年は安芸太田町内全域に活動場所を広げ，様々な活動に取り組
みます。社会貢献できる人材育成を地域みんなで取り組むという趣旨のもと，今年も広島県共同募金会の「赤い羽
根ＥＳＤ支援プロジェクト」へ参加し，１月から３月末の間で，活動経費の確保のため募金を集めております。
　今年の募金は，主に活動場所までの移動経費(バス交通費)や活動用物品の購入費などにあてたいと思います。

※募金用紙は，役場本庁・支所，社会福祉協議会，郵便局等に置いてあります。また，筒賀地域及び戸河内地域の
全戸に配布させていただいております。保護者，地域の皆様，本取組及び募金へのご協力をよろしくお願いします。

～　「持続可能な地域社会づくり」の実現を目指して　～
赤い羽根ESD支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

　本校の実績が評価され，今年も広島県共同募金会から「赤い
羽根ＥＳＤ支援プロジェクト」の参加校として指定されました。


